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取扱説明書 

お買い上げいただき、ありがとうございます。 

電気製品は安全のためのを意事項 
A 警告 を守らないと、火災や人身事故に 
なることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意 
事項と製品の取り扱いかたを示しています。 この取 

扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使い 

ください。 

お読みになったあとは、いつでち見5れるところに 
必ず保管してください。 
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么警告まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちがった使いかたをすると、乂 
災や感電などにより人身事故になることがあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 



安全のためのま意事項を守る 


この r 安全のために」のを意事項をよくお読みください。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセン 
卜との間にほこりがたまっていないか、故障したまま使用 
していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、 AC パワーアダプターなどが破 
損しているのに気づいた6、すぐにお買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓口に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起さた5 




〇電源を切る 

© AC パワーアダプターを 
コンセントか6巧く 

e お買い上げ店またはソ 
二ーサービス•香□に修 
埋を巧巧ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次 
のよつな表术をしてし'^ます。表 
示の内容をよく理解してか6本 
文をお読み < ださい。 


拉危険 1 

この表示のミ主意事項を守 b ない 
と、火災•感電-漏液.発熱- 
破裂などにより死 t や大けがな 
どの人身事故び生じます。 


垃警告 

この表示のを意事項を守らない 
と、火災•発熱•発火-感電な 
どにより死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 


防え思 I 

この表示のを意事項を守らない 
と、漏液•破裂•発熱-発火- 
感電などによりやけどやけがを 
したり周辺の家財に損害を与え 
た0することびあ0ます。 


ま意を促ず記号 

座 A 

乂災 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 接軸禁止 






/ i \ 警告盛 A 

,、 I 乂災感電 


下言己のま意を守目ないと、 义災•巧熱 • 

巧义•感電にょりやけどゃ 

大けた S の原因となりまず。 


運転中は使用しない 

自動車の運転をしなびらへッドホンを使用したり、細か 
い操作をしたりすることは絶巧におやめください。交通 
事故の原因となります。 



0 

禁止 


内部に水や異物を入れない 


水や異物び入ると义がや感電の原因となります。万一、 
水や異物び入ったときは、すぐに使用を中止し、 AC バ 
ワーアダプターをコンセントから抜いて、お買い上げ店 
またはソニーヴービス窓□にご相談ください。 



この製品をミ毎外で使用しない 

AC パワーアダプターは、日本国内専用です。 

交流10 0V の電源でお使いください。あ外などで、異なる 
電源電圧で使用すると、乂災•感電の原因となります。 




破裂•あ漏れや、過熱などにより、火災、けびや周囲のミち損の原因となります。 
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ぐ±ゴ=下直己の注意を守5なし、と、けびをしたり周辺の家財に 
/«\ 夕 t 尼、 J 胃胃をちえたりずることがちりまず。 


めれた手で AC パワーアダプターをさね日ない 


感電の原因となることびあります。 



接触禁止 


大音量で長時間つづけて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大きな音量で長時間つづけて聞く 
と、聴力に悪い影響を与えることがあります。呼びかけ 
られて返事がでさるくらいの音量で聞さましよラ。 



はじめか5ボリュームを上げずぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがあります。ボ U ュームは徐々に上げましよう。 
とくに、ミニディスク、 CD や DAT など、雑音のかないデジタル機器を聞くときにはごま 
意ください。 


通電中の AC パワーアダプターに長時間ふれない 

長時間皮膚がふれたままになっていると、低温やけどの原因となることがあります。 


本体や AC パワーアダプターを巧団などでおおった状態で使わない 


熱がこちってケースが変形したり、火災の原因となるこ 
とがあります。 



かゆみなど違和感があった5使わない 

使巧中、肌に合わないと感じたときは使用を中止して医師または 
お買い上げ店、ソニーサービス窓口にご相談ください。 
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電池についてのまを上のご注意 

瓶漏れ •破裂 •巧 熱 •巧义- 誤がによる 大けび や失明を避けるため、 
下記のま意事項を必ずお守りください。 


本機では!;■(下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体上の表示 
をご確認ください。 

巧電式電池 

専用充電式ニッケル水素電池 BP-HP 2000 

乾電池* 

アルカ U 単3形 

* マンガン乾電池では、ご使巧時間び極端に短くなるため、おすすめしません。 


1么危険 I 巧電式電池、を電池び液漏れしたとを 

充電式電池、乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわ5ない 

液が本体内部に残ることびあるため、お客様ご相談センターまたはソニーサービス窓口にご 
相談ください。 

液が目に入ったとさは、失明の原因になることびあるので目をこす5ず、すぐに水道水など 
のされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

液び身体やを服についたときも、やけどやけびの原因になるので、すぐにきれいな水で洗い 
流し、皮膚に炎症やけがの症状びあるときには医師に相談してください。 


[ A 危険 I 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 指定された充電器外で充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使用-保管•放 
置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。ショートさせな 
い。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類^^(外の充電式電池は使用しない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用しないとさを取りはずす。 

• 種類の違ラ電池を湿ぜて使わない。 


(次のページへつづく） 
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A 警告! 乾電池について 

• 機器の表示に含わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しなし、。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しなし、。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯-保管しない。ショートさせない。 
• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用しないとさち取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


齡注意 1 乾電池について 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使用-保管-放置し 
ない。 

• 外装のビニールチューブをはびした0傷つけたりしない。 

• 指定された種類!;^外の乾電池は使用しない。 

曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 

ニッケル水素電池は、 U サイクルでさます。不要になったニッケル 
水素電池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って充 
電式電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

Ni-MH 

充電式電池の回収. U サイクルおよび U サイクル協力店については 
有限責任中間法人 J 目 RC ホームページ 

http://www.jbrc.net/hp/contents/index.htrTil を参照してくださ 
い。 



本システムは 2.4 GHz 無線伝送ち式(デジタル)を使用したデジタルサラウンドへッドホン 
システムです。 

DVD 機器や BS / 地上波デジタルチューナーなどと本システムのデジタルサラウンドプロ 
セッヴーを付属の光デジタル接続ケーブルで接続するだけで、マルチチヤンネルのヴラウ 
ンド音場を、へッドホンで快適にお楽しみいただけます。 

• ドルビーデジタルドルビープ□□ジックピ\ DTS >\ MPEG -2 八八ご''巧応（「ド 
ルビーデジタルサラウンド EX 」、「 DTS - ES 」 表記のソフトも巧生可能） 

• 外来ノイズなどの影響を受けに<<、 CD 音質と同等のデジタル無線伝送を利用した、 
ワイヤレスへッドホン採用(非圧縮伝送） 

• 無線伝送ち式採用のため、障害物を気にすることなく屋内での使用が可能译り達距離最 
大約30 m * う 

• 映画やクラシック音楽など、ダイナミックレンジの広い音声信号を聞さやすくするコン 
プレッシヨン機能を搭載 

• 光パススルー端テ搭載 (DIGITAL IN 端テに入力された信号がそのまま出力されます。 

お手持ちの AV システムと同時に使用する場合、光ケーブルを接続し直すことなく本機 
をお楽しみいただけます） 

• へッドホンをプ□セッヴーにのせるだけの簡単充電ち式 
• へッドバンド調節不要のフ U —アジヤスト機構を採用 

•ヘッドホンをかけるだけで自動的に電源が入り、はずすと自動的に電源が切れる、オー 
トパワーオン/オフ機能 

•ヘッドホンの電源は、付属の専用充電式ニッケル水素電池、または別売りの単3形アル 
力 U 乾電池のどちらでち使用可能 

• へッドホンには映画音質を再現するた饭広いダイナミックレンジを実現する XD □ング 
スト□ーク振動板搭載の大口径40 mm ドライバーユニットを採用 

# ' 本システムのプ n セッサーは、ドルビ’ーデジタルデコーダー、ドルビ’ープ□□ジック II デコーダー、 DTS デ 
コーダー、および MPEG-2 AAC デコーダーを搭載しています。 

本システムのプ□セッヴーはドルビーラボラト U —ズおよびデジタルシアターシステムズ社からの 
実施権に基づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、" AACazT およびダブル D 記号はドルビーラボラト U - ズの商標 
です。 

DTS および DTS VIRTUAL は Digital Theater Systems , Inc . の商標です。 

AAC パテントマーキング 

Pat. 5,848,391; 日， 291,557; 5,4 己 1,9 己 4; 5 400 433 ： 日， 222,189; 5,357 ，己 94; 日 752 225 ： 

己， 394,473; 5,583,962; 5,274,740 ： 日， 633,981; 5 297 236; 4,914,701; 日， 235,671: 
07/640,550 ： 5,579,430; 08/678,666 ： 98/03037 ： 97/02875; 97/02874 ： 98/03036 ： 

己， 227,788; 5,28 日， 498; 5,481,614 ： 5,592,584; 5,781,888; 08/039,478 ： 08/211,547 ： 

己， 703,999; 日 8/5 日 7,046; 08/894,844 

’2到達距離は目をです。周囲環境によ D 到達距離び変わる場合びあります。 




本機をお使いになる前にすベてそろっているか確かめてくださし、 


①プ□セツサー DP-RF 6000 (1 台） 感へッドホン MDR-RF 6000 (1 台) 



⑥ AC パワーアダプター (1 個） ④ 専用巧電式 ニッケル 水索電池 BP-HP 2000 (1 本) 



⑥光デジタル接続ケーブル（光ち型プラグ—^光角 
型プラグ、1本） 
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プロ七ッヴー前面 



田 充電端子 
回 充電 レバー 

固 COMPRESSION スイッチ 

(詳しくは21ページ） 

团 がが It SEt 旣: T (入力切り換え） 

スイッチ 

入力 (AN ALOG/D 脚 TAL) の切り換えに使 
います。 

固 EFFECT (効果)スイッチ 

(詳しくは20ぺージ） 

音場モード (MUS に/ OFF/CINEMA) の切り 
換えに使います。 


固 CHG (巧 電) ランプ 

充電中はホ < 点巧します。 

团 RF ランプ 

電波送信が始まると青く点巧します。 

回 DECODE MODE (デコードモード) 
ランプ 

(詳しくは21ページ） 


(次のページへつづく） 
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プロ七ッヴーを面 



の TUNE/IDSET ボタン 

(詳しくは22、24ぺージ） 

電波の状態が悪くなったときや、ヘッドホ 
ンを増設したとさに使用します。 

回著 fT スイッチ 

アナ□グ入力で音芦が小さい場合は rod B 」 
に切り換えます。通常は 「-8 dB 」 にして使い 
ます。 

固 LINE IN (ライン入力)端子 

(詳し < は17ページ） 

ビデオデッキやテレビなど、別売りの AV 機 
器の音声出力端子につなざます。 

囲 D に ITAL IN (デジタルソース入力)端子 

(詳しくは1 目 ページ） 

DVD 機器や BS / 地上波デジタルチューナー 
など、別売りのデジタル機器につなざま 
す。 


固 DIGITAL OUT (デジタルソース出力） 
端子 

(詳しくは16ページ） 

DIGITAL IN 端子に入力された信号がその 
まま出力されます。 AV アンプなどに同じ信 
号を分岐させるとさに使用します。 

固 DC IN 9V 端子 

付属の AC ノ くワーアダプターをつなざます。 
(必ず付属の AC パワーアダプターをお使い 
ください。プラグの極性など異なる製品を 
使ラと、故障の原因となり危険です。） 


10 I 







へッ ドホン 



ITI ィャ—パッド(左） 

回 充電端子 
固 電池ケース 

付属の充電式電池および別売りの単3おアル 
力 U 乾電池専用です。 

团フリーアジャストバンド 

頭にかけると自動的に電源が入ります。 

固 イヤ—パッド(も） 


固 TUNE/ID SET ボタン 

(詳しくは22、24ページ） 

電波の状態び悪くなったとさや、ヘッドホ 
ンを増設したとさに使用します。 

团 VOL (音量)つまみ 

音量を調節します。 

固電源ランプ 

フ U —アジャストバンドを引き上げると、 
電池の残量びある場合青く点灯します。 
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付属の専用巧電式ニツケルか素電池を巧電する 


お買い上げ時の充電式電池は、まず充電してからお使いください。 
へッ ドホンをプ□セツヴーにのせて充電します。 


付属の専用巧電式ニッケル水素電池を入れる 

1左八ウジング部にある電池のふたを開ける。 

電池のふたは、はずれます。 


左八ウジング 

2付属の専用巧電式ニッケル水素電池を入れる。 

付属の充電式電池臥外は充電しないで < ださい。 




ごま意 

電池ケースの©側には充電池を固定するためのツメびあります。充電池を入れるとさは、©を先 
に入れてくださし、。 

3電池のふたを閉じる。 
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巧電ずる 

1 プ□セツサーに電源をつなぐ。 


電源コンセントへ 



ごま意 

•おず付属の AC パワーアダプター(極性統一おプラグ- 」EITA 規格)をお使いください。プラグ 
の極性など異なる製品を使ラと、故障の原因になります。 



極性統一形プラグ 


•電圧やプラグ極性び同じ AC パワーアダプターでも、電流容量その他の要因で故障の原因にな 
ります。必ず付属の AC パワーアダプターをご使用ください。 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くような電源コンセントに接続し、異常び生じた場含は 
速やかにコンセン ト から抜いてくださし、。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないでくださ 
い。 

•火災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる場所や湿気のある場所 
では使用しないでください。また、 AC パワーアダプターの上に巧瓶などの水の入ったものを 
置かないでください。 

2 CHG (巧電)ランプが点:なずるようにへッドホンをプ□セッサーの上にのせる。 

へッドホンをプ□セッヴーの上にのせるときは、左ち八ウジング部が平行になるよう 
にして、プ□セッヴーへ垂直にのせてください。充電レバーがヘッドホンに押されて 
充電端子が上がります。へッドホンに充電端子が接続されると CHG (充電)ランプが 
点灯します。 

充電開始から約3時間後に充電が完了し、 CHG (充電)ランプが消灯します。 


ち A ウジング 

CHG (巧載ランプ 
左 A ウジング （次のぺージへつづく） 
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CHG (充電)ランプが点なしない場台は、巧のことを確認してください。 

• 電池のふたを必ず閉じてください。電池のふたがないと充電できません。 

• へッドホンをプ□セッヴーにのせるときは、へッドホンの左ちが逆になっていないこと 
を確認してください。 

• プ□セッヴーとへッドホンの充電端テが正しく接触して 
いない場をがあります。 

ち図のよラに、左の八ウジングの凹部とプ□セッヴーの 
受け皿にある凸部がをラよラにのせてください。 

• 電池ケースの中に付属の充電式ニッケル水素電池が入っ 
ているか確認して<ださい。乾電池は充電でさません。 

• 充電池に異常がある、または、充電池の®©が逆に入っ 
ている場をは、 CHG 伉電)ランプが点滅します。 

へッドホンをお使いになったあと再充電するには 

ヘッドホンをプ□セッヴーに再度のせてください。 CHG (充電)ランプが点灯した後、 RF 
ランプが消灯し、充電が始まります。 

本機はフル充電検出により充電(約3時間）を完了しますので、へッドホンをプ□セッサー 
にのせたままでも、 充電のしすざによって故障することはありません。 

ごを意 

• 充電中はプ□セッサーの電源び自動的に OFF になります。 

•本機は、安全のため付属の充電式電池 BP-HP 2000のみ充電でさるよラになっています。他の充電 
式電池を使ってち充電でさませんのでごミ主意ください。 

• 乾電池を入れても充電されません。 

• 付属の充電式電池目 P-HP 2000を他の機器に使用しないでくださし、この電池は本臟専用です。 

• 充電はが C 〜 40°C の環境で行なってください。フル充電されない場合があります。 

•プ□セッサーの充電端テに触れないでください。充電端子の巧れにより、充電ができなくなる場合 
びあります。 

• へッドホンとプ□セッヴーの充電端テにゴミびついていると充電び正常に行なわれない場合びあり 
ますので、ときどさ綿棒などでゴミを軽くふき取ってください。 



充電時間の目安と持続時間 

充電時間 

持続時間* 1 

約3時間が 

約7時間* 3 


*11 kHz,1 mW+1 mW 出力時 

充電されていない状態か b フル充電するのにかかる時間 
が周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場合びあります。 
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電池を確認ずる 

フ U —アジャストバンドを引さ、ち八ウジング内の電源ランプが青く点灯すれば使用でを 
ます。 

電源ランプが点灯しないときは、充電するか、新しいア 
ルカ U 乾電池でお使い < ださい。 

ごま意 

付属の充電式ニッケル水素電池を充分に充電しても、使える時 
間び通常の半分くらいになったとさは、新しい充電式電池と取 
り換えてください。この充電式電池臣 P-HP 2000は市販されて 
いませんので、お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓 □ 

のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓口へお問い含ねせ 
の 上、 お取り寄せください。 


アルカリを電池(別売! 3) を巧ラ 

本機は別売りの単3おアルカ U 乾電池でちお使いになれます。 r 付属の専用充電式ニッケル 
水素電池を入れる」 （1 2ページ)と同じちまで乾電池を本機に入れます。 

乾電池を入れた状態では充電機能はお使いになれません。 

乾電池の持続時間_ 

乾電池の種類 持続時間* 1 

ソニーアルカ U 乾電池 約5時間が 

1_R が SG) _ 

*，1 kHz,1 mW+1 mW 出力時 

が周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場含があります。 
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プロ七ツヴーとデジタル機器をつなぐ 

付属の光デジタル接続ケーブルを使って、 DVD 機器や BS / 地上波デジタルチューナーなど* 1 
の光デジタル出力端モがと、プ□セツサーの DIGITAL IN 端テ(黒)をつないでください。 
接続されている機器側で光デジタ J レ出力の設定が必要な場合があります。接続機器の取扱説 
明書をご覧ください。 

プ□セツサーから AV アンプなどへ接続する場をは、光デジタル接続ケースレ視院)を使っ 
て 、 DIGITAL OUT 端テ(ホ)と接続先の光デジタル入力端テをつないでください。 



DIGITAL IN 

端子(黒)へ 光デジタル 

出力端子へ 



光デジタル接続ケーブル(付属） DVD 機器、 BS/ 地上波デジタ 
プラグと端子の向ををあわせて ルチューナーなど光デジタル出 
しっかり差し込みます。 力端子のある機器 

ご注意 

•光デジタル接続ケーブルは非常に精密に作られています。このため、が部からの力や衝撃に巧して 
弱くなっておりますので、プラグを抜き差しするとさは T 寧にお取り扱いください。 

• 本機のデジタル入力は96 kHz のヴンプ U ング周波数には対応していません。 DVD 機器側のデジタ 
ル出力に関する設定を48 kHz にしてお使いください。96 kHz のデジタル信号を入力すると、ノイ 
ズび出ることがありますのでごミ主意ください。 

ホ 1 パソコンの光デジタル出力端テへの接続は動作保証いたしません。 

*2PCM 出力しかヴポートしていない機器の場合、サラウンド効果はすべて DOLBY PRO LOGIC II 
処理になります。 

DTS について 

• DTS 音声で収録された DVD を再生するには、 DTS に対応した DVD 機器が必要です。 
(詳しくはお使いの DVD 機器の取扱説明書をご覧ください。） 

• DTS フオーマットの CD で、早送り時や巻き戻し時などにノイズが発生することがあり 
ますが、故障ではありません。 

• DVD 機器の DTS デジタル出力設定が rOFF 」 や r 切」になっている場をは、 DVD メニュ ー 
で DTS 出力を選択してを音が出ないことがあります。 

• DVD 機器と本機をアナ□グで接続している場を、音が出ないことがあります。この場 
合は、デジタルで接続してください。 
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接続コード(別売り） 

ポータブル DVD プレーヤーやポータブル CD プレーヤーなどの光 S ニデジタル出力端テから DIGITAL 
IN 端子へつなぐときは、接続コード P0C-5AB (光ミニプラグト~^光角型プラグ)などをお使いくださ 
い。 

巧デジタルセレクター(別売り） 

複数のデジタル機器を接続したいとさは、光デジタルセレクター SB-RX100P (入力4系統、出力3系 
統)をお使いください。 


光デジタル接続ケースレについてのごま意 

• 光デジタル接続ケーブルには落下物などによる衝撃を与え 
ないで < ださい。 

• 光デジタル接続ケーブルの抜を差しは、プラグを持って、 
T 寧に行なってください。 

• 光デジタル接続ケーブルの先端がミちれると性能が低下しま 
すので、ミちさないよラにしてください。 

•保管の際は、プラグ先端にキャップを付けて、光デジタル 
接続ケーブルを巧り曲げすざないよラにして<ださい。 



プロ七ッヴーとアナログ機器をつなぐ 

別売りのオーディオ接続コードを使って、ビデオデッキやテレビなどの音声出力端子と、 
プ□セツサーの LINE IN ( L / R ) 端テをつないでください。 


プ□セ ツサー 



接続コード(別売り） 

へッドホン端テなどのステレオミニジャックから LINE IN 端子へつなぐときは、接続コード RK- 
G129( ステレオ S ニプラグト~^ピンプラグ X2) などをお使いください。 



この場合、プレーヤー側のボ U ュームを中ぐ5いにしてお使いください。プレーヤー側のボ U ューム 
が低く設定されていると、ノイズび発生することびあります。 

その他の接続コード(別売り）については、「主な仕様：推奨アクセサ U —」 （31 ページ)をご覧くださ 

(次のぺージへつづく） 
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ATT スイッチについて 

アナ□グ入力で音声がルさいときは、プ□セツヴー後面にある ATT (アッテネーター)ス 
イッチを rOdB 」 に切り換えてお使いください。 



位置 

視聴ソース 

OdB 

テレビやポータブル機器など、出カレベルの低いちの 

-8d 臣 

その他の機器(出荷時の設定） 


ごを意 

• ATT スイッチは、おず音量を下げてから切り換えてください。 

• アナ□グ入力された音青がひずむ(同時にノイズが発生する場含もあります）ときは、 ATT スイッチ 
を 「-8dB」 に切り換えてください。 
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原操が 


つないだ機器の音声を聞< 


操作に入る前に、化ず r へッドホンシステムをつなぐ j ( i 6 〜18ぺージ)を 
ご覧の上、正しい接続を巧なつてください。 

1プ□セツヴーをつないだ機器の電源を入れる。 



2プ □セッ ヴーか 5へッ ドホンをはずず。 

プ□セッヴーの電源が自動的に入り、 RF ランプが約5秒間点滅します。点滅をしてい 
る間に、ご使用になる環境に応じて送信に最適な周波数を自動的に検出します。プロ 
セッヴーからの送信が始まると、 RF ランプが点灯に変わります。つないだ AV 機器か 
ら入力される音声信号と EFFECT (効果)スイッチの位置に応じて 、 DECODE 
MODE (デコードモード)ランプが点灯します。 


伝送システムについて 

本機は 2.4 GHz 帯の周波数を使用した独自の伝送システムの採用により、非圧縮音声 
をワイヤレスで楽しんで頂けます。 

3ヘッドホンをかける。 

ち八ウジング巧の電源ランプが青く点灯し、自動的に電源が入ります。 

ち八ウジング部をち耳に、左八ウジング部を左耳に合わせ、オートパワーオン/オフ 
機能が正確に働くように、頭の上から垂直にかけてください。ヘッドホンをかけてか 
ら、音声が聞こえるまで約3砂かかります。 



巧巧 
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A 


INPUT SELECT (入力切り換え)スイッチで、音声を聞く機器を選ぶ 



スイッチの位置 

聞きたい音源 

DIGITAL 

DIGITAL IN 端テにつないだ機器の音靑 

ANALOG 

LINE IN 端テにつないだ機器の音声 

ごま意 


二重音声 ( MAIN / SU 目)の音源を視聴するときは 、 LINE IN 端テに接続して、プレーヤーやテレビ 
などの方で聞さたい音声を選んでください。 

5 手順4で選んだ機器の再生を始める。 

6 好みの音場モードを選ぶ。 

EFFECT (効果)スイッチ 



スイッチの位置 

音場モードと適した入カソース宿源） 

OFF 

通常のへッドホン再生。 

CINEMA 

U ア U テイのある臨場感あふれるサラウンドモード、まさにシーン 
の中にいるような感覚に近づけます。 

映画などのソースに適しています。 

MUSIC 

音響環境のよい1」スニングルームの音場を再現するモード。 

音楽ソースに適しています。 


ごま意 

再生する入力信号によっては、スイッチの位置により、再を音量に違いび生じる場合がありま 
す。 
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COMPRESSION スイッチ 



スイッチの位置 

再生音の効果 

OFF 

EFFECT (効載スイッチで選んだ音場モードになります。 

ON 

EFFECT (効載スイッチで選んだ音場モード (OFF を含む)におい 
て、爆発音のよラな大きな音をかさく、会話などのルさな音を大さ 
くすることにより全体的に聞きやすくします。 

映画やクラシック音楽などのダイナミックレンジの広い音青信号に 
巧して効果的です。 


コンブレツシヨン動作イメージ図 



DECODE MODE (デコードモード）ランプについて 

入力された音声信号の記録ち式をプ□セツヴーが自動判別して点灯します。ドルビー 
デジタル/ DTS / MPEG -2 AAC などの音声切り換えは、接続した機器側 （ DVD 機器 
や BS / 地上波デジタルチューナーなど)で行なってください。 

• DOLBY DIGITAL :ドルビーデジタルフオーマツトで記録された信号 

• DOLBY PRO LOGIC II ：アナ□グ入力信号、デジタル入力の PCM 信号またはド 
ルビーデジタル2チャンネル信号がドルビープ□□ジツク n 処理された場を(音場 
モード rOFF 」 を選んでいる場をはドルビープ□□ジツク II 処理されません） 

• DTS : DTS フオーマツトで記録された信号 

• MPEG -2 AAC : MPEG -2 AAC フオーマツトで記録された信号 

ごま意 

DIGITAL IN 端子につないだ機器が、早送りや巻き戻しなど r 再生北がが)状態では DECODE 
MODE (デコードモード)ランプが正確に点口しない場合びあります。その場合は、 r 再生」状態に 
すると DECODE MODE (デコードモード)ランプび正確に点口します。 


(次のページへつづく） 


巧巧 
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7 音量を調節ずる。 



ごま意 

•映画の場合、静かなシーンで音量を上げすざて、急な爆発シーンなどで耳を痛めないよラごを 
意 < ださい。 

•へッドホンをはずす前にプ□セツサーか 5 AC パワーアダプターをはずすと、雑音が入ること 
があります。 


へッドホンをはずすと自動のに電源が切れます一才ートパワーオン/オフ機能 

お使いにならないとさは、フ U —アジャストバン 
ドが引さ上げ6れた状態にならないよラにごを意 
ください。オートパワーオン機能が誤って働いて 
しまい、電池が消耗します。 

各モード間の移行時間について 

プ□セッサーの各スライドスイッチを操作してから新しいモードに移行するときに、移行時 
間が異なる場合があります。これはモード移行によるシステム制御の違いによるをのです。 



へッ ドホンか6ビープ音び聞こえるときは 

電波の届く範囲から離れたり、 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線機器や電子レンジなど 
の影響を受けて、ヘッドホンの受信状態が悪くなると r ピッピッピッ■- •」というビープ 
音が聞こえます。プ□セツヴーに近づいてをビープ音がとまらない場をは、伝送に最適な 
周波数を次の手順で再検出してください。 


1 プ□セツサーの TUNE/ID SET ボタンを1回短巧しずる。 

RF ランプが点滅し、プ□セツヴーが最適な周波数を自動的に 
検出します。 

検出が完了すると、 RF ランプが点滅か6点灯に変わり、送信 
が始まります。 



2 へツドホンの TUNE/ID SET ボタンを1回短巧しずる。 

プ□セツサーから送信されている周波数を自動的に検出しま 
す。受信が始まると、ビープ音が解除されます。 
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電波の届 < 轟囲について 


プ□セッヴーから電波が届く範囲は、最大で約30 m です。 

プ□セッヴーからヘッドホンをはずすと、自動的に最適な周波数を検出しますが、ご使用 
中に電波の届<範囲か6離れたり、電波の状態が悪<なると音がとぎれる場合がありま 
す。プ□セッサーに近づくか、プ□セッサーとヘッドホンの TUNE/ID SET ボタンを巧し 
て最適な周波数を検出してください。検出方法は r へッドホンか6ビープ音が聞こえると 
きは」に2ぺージ)の手順を参照してください。 

ごミ主意 

• このシステムは 2.4 GHz 帯の周波数を使用しているため、障害物で電波がさえぎ5れた場合は音び 
とぎれることがあります。これらの現象は電波の特性によるちので、故障ではありません。 

• プ□セッサーの位置やお使いになる場所の状況により聞こえかたが異なります。なるべく聞こえや 
すい位置でお使いになることをおすすめします。 

• 他の 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線機器や電子レンジなどを併用すると音芦がとぎれることび 
あ0ます。 


約5分囲音声信号が入力されないと 

プ□セッヴーの電波の送信が自動的に停止し、再び音声信号が入力されると自動的に電波 
が送信されます。また、非常にルさい音が約5分間続いたときち、電波の送信が停止する 
ことがあります。この場をはつないだ機器の音量を上げ、ヘッドホンの音量を下げてお使 
いください 。 LINE IN 端テにつないだ機器からノイズ信号が出力されていると、電波の送 
信が停止しない場合があります。 


をヒント 

プ□セッサーに約5分間音声信号が入力されずに電波の送信が停止した状態から、再度プ□セッサーに 
音声信号が入力されると電波を再送信します。このとを RF ランプが点滅し、送信に最適な周波数を検 
出します。 RF ランプが点灯後、送信周波数び変わり音芦が聞こえない場合がありますので、ヘッドホ 
ンの TUNE/ID SET ボタンを1回短巧しして、受信する周波数を合わせてください。 

ごま意 

• へッドホンは、電波が届く範囲(前記「電波の届く範囲について」 ） でお使いください。 

• 音楽 CD のよラに映像を伴わないソースの場含、音の定位がわかりにくい場合びあります。 

• 本システムは人間の平均的な HRT ド(頭部伝達関数)をシミュレートしていますび、 HRTF には個人 
差があるため効果の感じかたは人により異なる場合びあります。 

* Head Related Transfer Function の略です。 


操巧 
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本システムでは、別売りの専用ワイヤレスへツドホン （ MDR - RF 600 0) を増設することに 
より、複数の人が同時にワイヤレスで楽しむことがでさます。 

増設したへツドホンは、本システムのプ□セツヴーで充電を行ないます。 

* 受信エ U ア内であれば、何台でも使用可能です。 

プ□セツサー MDR - RF 6000 

(別売り） 


ごを意 

•充電中は、プ□セッサーの電源が自動的に OFF になります。他のヘッドホンを使用するときは、本 
システムのへッドホンをプ□セッサーからはずしてください。 

•本機は、独自の 2.4 GHz デジタル伝送方式を採用しているため、ほかのワイヤレスヘッドホンは使 
用でさません。 

へツドホンを増設するとをは 

プ□セッサーには固有の ID が設定されています。別売りの専用ワイヤレスへッドホン 
( MDR - RF 600 0) を増設する場合は、プ□セッサーに設定されている ID をへッドホンに登 
録しなければ使用することができませんので、必ず登録作業を行ってください。 





1 プ □セッ ヴーか 5 へッ ドホンをはずず。 

プ□セッサーの電源が入ります。 

2 ヘッドホンをかける。 

へッドホンの電源が入ります。 

ごま意 

増設するへッドホンに付属の充電池は登録作業の前に充電するか、別売の単3形アルカ U 乾電池 
を使用してください。 


3 プ□セツサーとへッドホンの TUNE/ID SET ボタンを同時に約3秒 J んけ甲し続ける。 


ヘッドホンか6「ピッピッピッ • • •」 
とビープ音が聞こえ、ヘッドホンにの 
の登録が開始されます。ビープ音が 
「ピー」と変化するまで TUNE/ID SET 
ボタンを巧し続けてください。ビープ 
音が r ピー」と変化したらへッドホンに 
ID が登録され、へッドホンを使用する 
ことがでさるよラになります。 
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イヤーパツドを交換する 


イヤーパッドは消耗品です。ミちれたり破損した場合は、下図を参照してイヤーパッドを交 
換してください。このイヤーパッドは市販されていませんので、お買い上げ店または添付 
の r ソニーご相談窓口のご案刚にあるおおくのソニーヴービス窓口へお問い合わせの上、 
お取り寄せください。 

1 古くなったイヤーパッドをはずず。 



2イヤーパッドを八ウジングの外周に合わせるようにはめ込む。 



操巧 
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その他 


K 障かな？とおった 6 


修理にお出しになる前に、ちう一度点検してください。それでち正確に動作しないとをは、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□、お客様ご相談センターにお問い合わせください。 


症が_原因と対応のしかた_ 

音び出ない ープロセッサーと AV 機器の接続を確認する。 

ーデジタル入力を選択している場合は、誤って光出力端子に信号び入力されていない 
か確認する。 

ーデジタル入力を選択している場合は、接続機器の光デジタル出力の設定び rOFF 」 や 
「切」になっていないか確認する。 

ープ□セッサーにつないだ AV 機器の電源を入れ、再生を始める。 

■►プ□セッサーの INPUT SELECT スイッチの設定び、音を聞きたい機器を正しく選 
んでいるか確認する。 

■►プロセッサーと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、つないだ機器の音量 
を上げる。 


吟へッドホンを頭の上から垂園こかけ直す。 

一へッドホンの音量を上げる。 

—►へッドホンの電源ランプび消好している。 

• 充電式電池び消耗しているので充電をずる。またはアルカリ乾電池を新しいちの 
と交換する。それでち電源ランプび消丹したままの場合は、ソニーサービス窓 □ 
にお持ちください。 

-► DTS に対応していない DVD 機器で DTS 音声トラックを再生している。 

• DTS に対応した DVD 機器を使巧する。または DolbyDigi ね I や PCM 音声トラッ 
クを選択する。 

-► DVD 機器げーム機を含む)の DTS デジタル出力設定び rOFF 」 や r 切」の状態で、 

DTS 音声で収録された DVD を再生している。 

• お使いの DVD 機器の取振説明書をご覧になり、 DTS デジタル出力設定を rON 」 
や r 入」に切り換えてください。 

一 DVD 機器(ゲーム機を含む)と本機をアナ□グで接続している状態で DTS 音声で収 
録された DVD を再生している。 

• デジタルで接続してください。 （ DVD 機器からアナログ音声び出力されない場合 
びお0ます。） 

一増設したへッドホンにプロセッサーの ID び設定されていない。 

一増設したへッドホンを充電している。 


音びひずむ、 
とぎれとぎれになる 
(同時にノイズび 
出る場合ちある） 


• 増設したヘッドホンをプ□セッサーからはずす。 

—► 充電式電池び消耗しているので充電をする。またはアルカ U 乾電池を新しいものと 
交換する。それでを電源ランプが消丹したままの場合は、ソニーサービス窓□にお 
持ちください。 

ープロセッサーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使巧する無線や電子レン 
ジなどの機器びないか確認する。 

ープ□セッサーの位置を変える。 

ーアナ□グ入力を選択している場合は、プ□セツサーの ATT スイッチを r -8 dB 」 に切 
り換える。 


吨プ□セツヴーと AV 機器のへッドホン端テをつないだときは、つないだ機器の音量を 
下げる。 


-► DTS ソース視聴時は、プ□セッサーの EFFECT (効果)スイッチを 「 CINEMA 」 また 
は 「 MUSIC 」 に切り換えるに日、21ベージ)。 
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症げ_ 

音びルさい 


雑音び多い 


音びされる 
(アナログ入力を選択 
している場を） 

サラウンド効果び 
得られない 


DOLBY DIGITAL 
ランプび点巧しない 


DOLBY PRO 
LOG に II ランプび 

点むしない_ 

DOLBY PRO 
LOG に II ランプび 
点灯してしまラ 

DTS ランプび 
点巧しない 


原因と対応のしかた 

ーアナ□グ入力を選択している場合は、プロセッサーの ATT スイッチを r 日 dB 」 に切り 
換える。 

■►プ□セ ッサーと AV 機器のへ ッ ドホン端子をつないだときは、つないだ機器の音量 
を上げる。 

■►へッドホンの音量を上げる。 

ープロセッサーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線や電子レン 
ジなどの機器がないか確認する。 

■►プ□セッサーと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、つないだ機器の音量 
を上げる。 

—►充電式電池び消耗しているので充電をする。またはアルカ U 乾電池を新しいちのと 
交換する。それでも電源ランプび消むしたままの場合は、ソニーサービス窓□にお 
持ち < ださい。 

—►約日分音声信号び入力されていないとプ□セッヴーび判断し送信び停止した。 

• プロセッサーの ATT スイッチを rOdB 」 に切り換える。 

• プ□セッサーと AV 機器のヘッドホン端子をつないだときは、つないだ機器の音量 
をあげる。 

^プ□セッサーの EFFECT (効果)スイッチを rciNEMA 」 または 「 MUS に」に切り換える 
に日、21ページ)。 

一再生中の音声びマルチチャンネルの信号になっていない。 

• モノラル音源の場合、サラウンド効果び得られません。 

一 DVD 機器(ゲーム機を含む)の音声デジタル出力の設定び rPCM 」 になっている。 

• お使いの DVD 機器の取扱説明書をご覧になり、ドルビーデジタルデコーダーを 
内蔵した機器を使用するときの設定（「ドルビーデジタル/ PCM」、「Dolby 
Digital 」 など）に切り換えてください。 

—► ドルビーデジタルフオーマットで記録されていない信号を再生している。 

一再生中のチャプターの音声びドルビーデジタルの信号になっていない。_ 

ープ□セッサーの EFFECT (効果)スイッチび rOFF 」 になっている。 

-► アナ□グ入力信号、デジタル入力の PCM 信号またはドルビーデジタル2チャンネル 

_信号または MPEG -2 AAC の2チャンネル信号び入力されていない。_ 

^プ□セッサーの EFFECT (効果)スイッチび 「 CINEMA 」 または 「 MUS に」になってい 
る。 

-► アナ□グ入力信号、デジタル入力の PCM 信号またはドルビーデジタル2チャンネル 

_信号または MPEG -2 AAC の2チャンネル信号び入力されている。_ 

一 DVD 機器(ゲーム機を含む)の DTS デジタル出力設定び roF 円や r 切」になってい 
る。 

• お使いの DVD 機器の取扱説明書をご覧になり、 DTS デジタル出力設定を rON 」 
や r 入」に切り換えてください。 

一 DTS フオー マッ トで記録されていない信号を再生している。 

一再生中のチャプターの音声び DTS になっていない。 

一 DVD 機器が DTS に対応していない。 

• DTS に対応した DVD 機器をお使いください。 


(次のぺージへつづく） 
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症が_原因と対応のしかた_ 

MPEG -2 AAC -► BS / 地上波デジタルチューナーの音声デジタル出力の設定び rPCM 」 になってい 

ランプび点なしない る。 

• 巨5/±也上波デジタルチューナーに付属の説明書をご覧になり、 MPEG -2 AAC 

_信号び出力されるように設定を変更してください。_ 

充電で定ない 一 CHG (充電)ランプび点巧しているか確認する。へッドホンびプロセッサーの正し 

い位置にのせられているか確認する。 

吟乾電池び入っている。 

• 付属の専用充電式ニッケル水素電池を入れる。 

■►付属切外の充電式ニッケル水素電池び入っている。 

• 付属の専用充電式ニッケル水素電池を入れる。 

-►充電端子が巧れている 

• へッドホンとプ□セッヴーの充電端子の巧れを綿棒などで軽くふさ取ってくださ 
い。 

充電ランプび 吟充電池の©©び逆に入っている。 

点滅する • 充電池を正しく入れる。 

-► 充電池に劣化などの異常びある 

• 新しい充電式電池と取り換えてください。この充電式電池 BP - HP 2 日日0は巿販さ 
れていませんので、お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓□のご案内」にあ 
るお近くのソニーサービス窓□へお問い合わせの上、お取り寄せください。 
電波の出力が停止— ► つないだアナ□グ機器からノイズ信号び入っている。 

しない • アナ□グ機器とつないでいるケープルを本機からはずすか、プ□セッサーの 

(プ□セッサーの INPUT SELECT スイッチを 「 DIGITAL 」 に切り撰え 、 DIGITAL IN 端子につな 

INPUT SELECT びれている機器の出力を停止する。 

スイッチび 
「 ANALOG 」 のとき） 

光出力端子から ープ□セッサに電源びつなびれていない。 

信号び出力されない • プ□セッサに電源をつないでください。 

■►光入力端子につなびれたデジタル機器び再生されていない。 

• つないだ機器を再生してください。 

デジタル入力時、 一 LINE IN 端子にアナログ音声出力をつないで、つないだ機器の方で聞さたい音を選 
二重音声の選択び んでください。 

でさない。 

( MAIN 、 SU 巨の音声 
び同時に聞こえる） 

警吉音び鳴る 一へッドホンびプロセッサーからの電波を受信でさない。 

「ピッピッピッ .. .」 . 電波の届く範囲に移動する。 

• プ□セッサーと AC パワーアダプタ、電源コンセントの接続を確認する。 

• プ□セッサーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線や電子 
レンジなどの機器びないか確認する。 

• プ□セッサーの位置を変える。 

ープ□セッサーに約5分間、音声び入力されず電波び出力されていない。 

• プ□セッサーに音声を入力して、 TUNE / IDSET ボタンを1回短押しする。 

吟増設したへッドホンを充電している。 

• 増設したヘッドホンをプ□セツサーからはずす。 
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ほ用上のごを意 


取り扱いについて 

• プ□セッサ ー、 ヘッドホンを落としたりぶつ 
けたりなど強いショックを与えないでくださ 
し、。故障の原因となります。 

•各機器を分解したり、開けたりしないでくだ 
さい。 


周波数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.400 GHz か5 
2.4835 GHz まで使用できますび、他の無線機 
器も同じ周波数を使っていることがあります。 
他の無線機器との電波干渉を防止するため、下 
記事項に注意してご使用ください。 


電源と設置について 

•長い間使わないとさは、 AC パワーアダプター 
をコンセントか b 抜いてください。コンセン 
卜か6抜くとさは、コードを引っぱ5ずにお 
ず AC ノ（ワーアダプター本体をつかんで损いて 
<ださい。 

• 次のような場所には置かないでください。 

-直射曰光があたる場所や暖房器具の近くな 
ど温度び非萬に高い所。 

-ほこりの多い所。 

-ぐらついた台の上や傾いた所。 

-振動のをい所。 

-風呂場など、湿気の多い所。 

へツ ドホンについて 


まわりの人のことを考えて 

ヘッドホンは、音量を上げすざると音びがにも 
れます。音量を上げすざて、まわりの人の迷惑 
にならないよラに気をつけましよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいがち 
ですび、ヘッドホンで間くとさはいつち、呼び 
かけられて返事がでさるくらいの音量を目安に 
して < ださし、。 

機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テムの無線胃受備として、認証を受けています。 
従って、本機を使用するとさに無線局の免許は 
必要ありません。 

ただし、政下の事項を行ラと法律に罰せられる 
ことびあります。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 


本機の使用上の注意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯 
では電子レンジ等の産業-科学-医療用機器のほ 
か、他の同種無線局、エ罵の製造ライン等で使用さ 
れる免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を 
要しない特定のル電力無線局、アマチュア無線局等 
(し: TFr 他の無線局」と略す)び運巧されています。 

1. 本機を使用ずる前に、近<で「他の無線局」び運用 
されていないことを確認してください。 

2. 万一、本機と r 他の無線局」との間に電波干渉び発 
生した場合には、速やかに本機の使巧場所を変え 
るか、または機器の運用を停止(電波の発射を停 
止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことび起さたとさは、お 
客様ご相談センターまでお問い合わせください。 
お客様ご相談センターについては、本取扱説明書 
をご覧ください。 


I-1 

2.4 DS 4 



この無線機器は 2.4 GHz 帯を 
使用します。蜜調ち式として 
DS - SS 変調ち式を採用し、 

ち干渉距離は40 m です。 


お手入れのしかた 

機器の外装の巧れは、柔 b かい巧でから拭さし 
て<ださい。ミちれびひどいとさは、ラすい中性 
洗剤溶液でしめらせた巧で巧いてください。シ 
ンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕 
上げをいためるので使わないでください。 

異常や不具をび起さた5 

.万一異常や不具合び起をたり、異物び中に 
入ったときは、すぐに電源を切り、お買い上 
げ店またはソニーサービス窓□にご相談くだ 
さい。 

• お買い上げ店またはソニーサービス窓□にお 
持ちになる際は、必ずヘッドホンとプ□セッ 
ヴーを一緒にお持ちください。 


その化 
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巧証書と アフターヴー ビス 


主な仕様 


偏正書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際にお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもラー度ご K になってお調べくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさは 

お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓口の 
ご案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご 
相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修埋させていただ 
さます。詳しくは保証書をご覧<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望 
により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではデジタルサラウンドへッドホンシステ 
ムの補修用性能部品(製品の機能を維持するため 
に必要な部品)を、製造巧ち切り後6年間保有し 
ています。この部品保有期間を爹理可能の期間 
とさせていただきます。保有期間び経過したあ 
とも、故障箇所によっては修理可能の場合びあ 
りますので、お買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。 


プ□セツサー DP - RF 6000 

デコーダー 機能 

ドルビーデジタル 
ドルビープ□□ジツク II 
DTS 

MPEG -2 AAC 
バーチャルサラウンド機能 
OFF 

CINEMA 

MUSIC 

コンプレツシヨン機能 

OFF 

ON 


変調ち式 

DSSS 

搬送波周波数 

2.412 〜 2.472 GHz 

到達距離 

最長約 30 m 

伝送帯域 

12 〜 22,日日日 Hz (デジタル入力時、 
サンプ I 」 ング周波数 48 kHz 時） 

ひずみ率 

1%し处下（1 kHz ) 

音声入力 

光デジタル入力(角型） X 1 系統 
アナ□グ入力（ピンジャック、 
ち/左） X 1 系統 

音声出力 

光デジタル出力(角形） X 1 

電源 

DC 9 V (付属の AC パワーアダプ 
ターを使巧） 

最大が形寸法 

約 182 x 38 x ^2 mm 
(幅/高さ/奥行さ） 

質量 

約 335 g 

へッ ドホン 

MDR - RF 6000 

再生周波数帯域 

12 〜 22,日日日 Hz 

電源 

付属の専麻電式ニッヶ J レ水素電池 
または別売りの単 3 形アルカ U 乾電池 

質量 

約 36 日 g 

(付属の専用充電式ニッケル水素電 
池含む） 
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付属品 


AC ノ ':ワーアダプター (9 V ) (1) 

専巧充電式ニッケ j レ水素電池 
BP - HP 2000 (2000 mAh min .)(1) 
光デジタル接続ケープル(光角型プ 
ラグト■►光角型プラグ、1.日 m )(1) 
取扳説明書(本書） （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

保話書 (1) 

推奨アクセサリー 

接続コード RK - C 310 a 0 m )、 

RK - C 31 日り.日 m )、 

RK - C 320(2.0 m )、 

RK - C 330(3.0 m ) (ピンプラ 
グ X 2 卜-ピンプラグ X 2)、 
RK - G 129 C 1.5 m ) (ステレオミニ 
プラグ^ピンプラグ X 2) 

光デジタルセレクター 

SB - RX 100 P 
光デジタル接続ケーブル 

POC - 日 A の.日 m )、 

POC -10 AC 1.0 m ). 

POC -1 己 A (1 .日 m )、 

POC -20 A に.日 m )、 

POC -30 A (3 .日 m )、 

POC - 日 DSA の.日 m )、 
POC -10 DSA (1.0 m )、 
POC -20 DSA (2 .日 m )、 
POC -30 DSA (3.0 m ) (光角型プラ 
グト光角型プラグ)、 

POC - 日 AB の.日 m )、 

POC -10 A 己 （1 .日 m )、 

POC -1 己 A 己 （1.5 m )、 

POC -20 A 己 (2 .日 m )、 

POC -30 A 己巧.日 m ) (光角型プラ 
グト K 光ミニプラグ） 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更 
することびありますび、ご了承ください。 


その化 
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商品の修理、お取扱いち法、お買物相談などの問い合わせ 


参 http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 
お客様ごホ目談センター 

• ナビダイヤ J レ .220570-00-3311 

(を国どこか日でゎ巿内通話料でご巧巧いただけます） 

• 携帯電話- PHS でのご利用は'' 03-已 448-33 11 

(ナビダイヤルびご利巧でをない場台はこち6をご利用ください） 

• FAX 046巨-3 1-2 已9已 

受付時間：月〜金日: □ 20:00 ±'曰'祝日日:〇〇〜！？;00 
お電話は自動音声応答にてお受けしていまず。 
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